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木

蓮

会
員
各
位
が
事
前
に
選
ん
だ
課

題
（
主
に
近
現
代
文
学
の
小
説
）

を
読
ん
だ
上
で
、
そ
の
感
想
を
語

り
合
う
。
読
書
の
幅
と
読
み
方
の

深
み
が
増
す
こ
と
請
合
で
す
。
発

足
以
来
23
年
目
を
迎
え
て
、
さ
ら

な
る
発
展
の
た
め
会
員
を
募
り
ま

す
。
今
回
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

は
、
使
用
済
み
の
課
題
本
等
会
員

が
厳
選
し
て
持
ち
寄
っ
た
古
本
市

を
開
催
し
ま
す
。

①
活
動
日

毎
月
第
２
日
曜
日

午
前
10
時
～
正
午

②
会

費

な
し

③
連
絡
先

横
水

０
９
０
（
３
３
３
９
）
２
７
１
５

実
行
委
員
長

室
山

陽
子

第
14
回
鶴
瀬
西
交
流
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
実
行
委
員
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た

室
山
で
す
。
令
和
に
元
号
が
か
わ
り
、
初
め

て
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
素
晴
ら
し
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
な
り

ま
す
よ
う
、
実
行
委
員
会
一
同
一
生
懸
命
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
芸
術
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
く
、

日
ご
ろ
の
サ
ー
ク
ル
活
動
の
成
果
を
地
域
の
方
々
へ
発
表
す
る

絶
好
の
機
会
と
と
ら
え
て
、
踊
り
や
コ
ー
ラ
ス
、
楽
器
演
奏
な

ど
の
舞
台
部
会
の
発
表
か
ら
、
絵
画
・
書
道
・
写
真
な
ど
の
展

示
部
会
の
発
表
、
さ
ら
に
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
盛
り
上
げ
る
た

め
、
模
擬
店
部
会
に
よ
る
焼
き
そ
ば
や
フ
ラ
ン
ク
、
団
子
に
コ
ー

ヒ
ー
な
ど
も
ご
用
意
し
、
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
西
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
立
ち
寄
り
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

つ
る
せ
台
小
学
校
合
唱
部

合
唱
部
は
「
礼
儀
」
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
「
笑
顔
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
校
内
や
地
域
、
コ
ン
ク
ー
ル
等
で
演

奏
を
披
露
し
て
い
ま
す
。
今
年
創
立
６
年
目
、
現
在
部

員
は
37
人
で
す
。

夏
休
み
中
に
あ
っ
た
埼
玉
県
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
「
金
賞
」
、

Ｔ
Ｂ
Ｓ
こ
ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
川
越
地
区
大
会
「
優
秀
賞
」

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
々
の
努
力
が
花
開
き
、
部
員
一
同
大

き
な
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
い
つ
も
応
援
し
て
く
だ

さ
る
保
護
者
、
地
域
の
方
々
に
「
音
（
恩
）
返
し
」
が
出
来
た

の
で
は
な
い
か
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
校
内
だ
け
で
な
く
学
校

と
地
域
の
架
け
橋
と
な
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

沖
縄
小
林
流
空
手

し
ょ
う
り
ん
り
ゅ
う

「
沖
縄
小
林
流
空
手
」
は
会
員
25
人
（
男
性
19
人
、

女
性
６
人
）
で
少
年
部
と
一
般
部
の
二
部
編
成
と
な
っ

て
い
ま
す
。

空
手
道
の
他
、
大
人
は
古
武
道
（
棒
、
ム
ン
チ
ャ
ク
、
サ
イ
、

ト
ン
フ
ァ
）
を
習
得
で
き
ま
す
。
礼
儀
、
規
律
を
順
守
し
て
武

道
に
励
む
こ
と
を
目
標
に
、
日
ご
ろ
の
成
果
を
今
回
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
舞
台
発
表
し
ま
す
。

①
活
動
日

毎
週
水
曜
日

午
後
８
時
～
10
時

②
申
込
・
会
費

詳
細
は
矢
口
代
表
ま
で

③
連
絡
先

矢
口

０
９
０
（
８
４
４
４
）
６
３
６
６

木

遊

会

平
成
22
年
交
流
セ
ン
タ
ー
事
業
「
木
工
教
室
」
の
終
了
に
伴
い
発

足
し
た
サ
ー
ク
ル
で
す
。

心
を
豊
か
に
す
る
「
仏
像
」
や
身
に
着
け
る
「
ア
ク
セ
サ
リ
ー
」

「
根
付
」
の
彫
刻
、
合
間
に
「
日
用
雑
貨
」
を
作
る
等
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

木
と
ふ
れ
あ
い
、
小
刀
、
彫
刻
刀
等
を
用
い
、
自
分
の
作
り
た
い
も
の
を
、

木
目
を
生
か
し
、
の
ん
び
り
と
自
分
の
ペ
ー
ス
で
作
る
、
進
む
に
つ
れ
、
木

の
表
情
が
変
わ
っ
て
ゆ
く
の
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

心
を
込
め
て
作
っ
た
作
品
は
、
特
別
な
感
じ
が
し
て
、
う
れ
し
い
も
の
で

す
。
自
分
の
一
生
物
に
な
る
作
品
も
で
き
ま
す
。

〈
木
彫
り
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
〉

作
り
方
、
材
料
の
選
び
方
、
デ
ザ
イ
ン
等
丁
寧
に
指
導
い
た
し
ま
す
。
会

員
は
10
人
で
お
互
い
の
作
品
を
評
価
し
歓
談
し
な
が
ら
、
楽
し
く
作
っ
て
い

ま
す
。
見
学
は
活
動
日
い
つ
で
も
結
構
で
す
。
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

①
活
動
日

第
１
・
３
・
５
金
曜
日
午
後
１
時
～

②
会

費

年
２
０
０
０
円

材
料
は
各
自
調
達

③
連
絡
先

神
馬

０
９
０
（
４
０
５
９
）
５
６
９
６

舞台模擬店

開会式

展示

富
士
見
高
校
吹
奏
楽
部

私
た
ち
は
部
員
17
人
で
、
地

域
や
学
校
行
事
で
の
演
奏
、
ま

た
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
を

主
な
活
動
と
し
て
い
ま
す
。

音
楽
や
私
た
ち
の
活
動
を
通

し
て
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
楽
し

い
時
間
を
共
有
さ
せ
て
頂
け
る

の
は
大
き
な
喜
び
で
あ
り
、
活

動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
も
あ
り

ま
す
。

そ
し
て
今
年
も
鶴
瀬
西
交
流
セ

ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
会

式
で
演
奏
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
今
年
は
部
員
数
が
増

え
、
よ
り
迫
力
の
あ
る
演
奏
を
お

届
け
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
お
楽
し
み
に
！

開会式


